
第３回 道路メンテナンス会議 
 

 国交省九州整備局 提供資料 
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５ヶ年の点検計画の策定について 

管理者名 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 合計 

西日本高速道路㈱ 

○○県道路公社 

国土交通省 

○○県 

○○市 

□□市 

△△町 

◇◇村 

○○県 【道路橋】点検計画 公表イメージ    （平成２６年１２月３１日時点） 

点検計画公表（５ヶ年分） 
 ・各県の道路メンテナンス会議において、管理者毎の点検計画（５ヶ年分）を作成及び公表 
 ・県全体で見た場合の平準化が図られるよう、必要に応じて調整 
 ・点検計画の提出に向けた最終調整を行う 
 
 道路橋の他に、道路トンネル、横断歩道橋、シェッド、大型カルバート、門型標識等についても、
同様の様式にて公表する。 
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施設名 
点検年度 

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ 合計 

道路橋 
点検数 
割合(%) 

道路トンネル 
点検数 
割合(%) 

横断歩道橋 
点検数 
割合(%) 

シェッド 
点検数 
割合(%) 

大型 
カルバート 

点検数 
割合(%) 

門型標識等 
点検数 
割合(%) 

○○県 ５ヶ年点検計画 総括表公表イメージ 

５ヶ年の点検計画の策定について 

   （平成２６年１２月３１日時点） 

※割合(%)は、整数（少数第１位四捨五入）とする 
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溝橋(ｶﾙﾊﾞｰﾄ)の取扱いについて 

■橋長２ｍ以上かつ土被り１ｍ未満の溝橋(ｶﾙﾊﾞｰﾄ)を橋梁として取り扱う。 
 ※橋梁として取り扱う溝橋(ｶﾙﾊﾞｰﾄ)は、道路の下を横断する道路や水路等の空間を得る 
   ために、盛土あるいは地盤内に設けられる構造物とし、剛性ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ(矩形(ﾎﾞｯｸｽ型))が対象 
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・緊急輸送道路(高速道路、直轄国道、公社管理道路及び地方公共団体管理道路)を跨ぐ、道路法
以外の施設(農道、林道、認定外道路、私道、水管橋等)の点検・診断、補修等の状況把握のため、
「跨道橋連絡会議(仮称)」(議長：国道事務所長)を道路メンテナンス会議の下部組織として設置。 
・初回の会議を平成２６年度内に開催予定。（参加者は［上の管理者］、［下の管理者］を想定） 
 
・鉄道橋については、鉄道の「地方連絡会議」において対応。（包括協議等） 

高速道路・直轄国道を跨ぐ道路法以外の施設 

県名 
高速道路 直轄国道 

計 
鉄道橋 鉄道橋以外 鉄道橋 鉄道橋以外 

福岡県 １ １７ １８ ２３ ５９ 
佐賀県 ０ １３ ７ ２ ２２ 
長崎県 ０ ２２ １ ４ ２７ 
熊本県 １ １１ ９ ２ ２３ 
大分県 ０ ４８ １５ ２６ ８９ 
宮崎県 ２ ５１ ７ ２ ６２ 
鹿児島県 ０ ５７ ５ １８ ８０ 
九州 計 ４ ２１９ ６２ ７７ ３６２ 

跨道橋連絡会議(仮称)の設置について 

※公社管理道路、地方公共団体管理道路については、現在調査中 4 



跨道橋連絡会議(仮称)の設置について 
道路技術小委員会資料より 
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跨線橋の包括協議について 

◆九州管内における ＪＲ九州関連の跨線橋点検計画について（※H26.12時点 精査中） 

  Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ 合計 

福岡県 52 80 58 46 54 290 

佐賀県 6 19 41 11 7 84 

長崎県 12 38 19 4 5 78 

熊本県 37 23 24 2 19 105 

大分県 30 52 27 25 24 158 

宮崎県 22 33 18 12 17 102 

鹿児島県 37 19 13 15 18 102 

合 計 196 264 200 115 144 919 

・ＪＲ九州本社に対して、整備局より九州管内の跨線橋点検計画一覧表を提示。 
・各県鉄道事業部等に対しては、各県道路メンテナンス会議より提示予定。 
・橋梁毎の個別協定は、各道路管理者と鉄道管理者において実施することを想定。 

※直轄は、第三者被害予防措置点検含む。 
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跨線橋の包括協議について 

道路橋名 （ﾌﾘｶﾞﾅ） 路線名 
架設 
年次 

（西暦） 

橋長 
（ｍ） 

幅員 
（ｍ） 

管理者名 
管理事務
所名 

都道府県
名 

市区町村名 
会社名 
（JR等） 

支社名 保線区名 路線区別 路線名 上り駅 下り駅 
鉄道管理者

への 
委託希望 

仮設 
内容等 H26 H27 H28 H29 H30 

○○大橋 ﾏﾙﾏﾙｵｵﾊｼ 
主要地方道 
○○線 

1970 104.0 8.0 ○○県 整備事務所 ○○県 ○○市 
九州旅客
鉄道 

本社 
○○鉄道事業

部 
新幹線以
外の鉄道 

○○本線 ○○ ▲▲ 点検含め全て     ○       

○○橋（ローゼ） ﾏﾙﾏﾙﾊﾞｼ 
一般都道府
県道 ○○線 

1959 150.3 10.6 ○○県 整備事務所 ○○県 ○○市 
九州旅客
鉄道 

本社 
○○鉄道事業

部 
新幹線以
外の鉄道 

○○本線 ○○ ▲▲ 点検含め全て     ○       

○○橋 ﾏﾙﾏﾙﾊﾞｼ 
一般都道府
県道 ○○線 

1981 228.0 11.5 ○○県 整備事務所 ○○県 ○○市 
九州旅客
鉄道 

本社 
○○鉄道事業

部 
新幹線以
外の鉄道 

○○本線 ○○ ▲▲ 
足場のみ 

  
軌陸車        ○   

○○跨線橋 ﾏﾙﾏﾙｺｾﾝｷｮｳ 
主要地方道 
○○線 

1982 17.6 10.5 ○○県 整備事務所 ○○県 ○○市 
九州旅客
鉄道 

本社 
○○鉄道事業

部 
新幹線以
外の鉄道 

○○本線 ○○ ▲▲ 
足場のみ 

  
高所作業車        ○   

○○跨線橋 ﾏﾙﾏﾙｺｾﾝｷｮｳ 
一般都道府
県道 ○○線 

1979 18.4 7.5 ○○市 ○○県 ○○市 
九州旅客
鉄道 

本社 
○○鉄道事業

部 
新幹線以
外の鉄道 

○○本線 ○○ ▲▲ 
足場のみ 

  軌陸車      ○     

○○橋 ﾏﾙﾏﾙﾊﾞｼ 

一般国道（指
定区間外） 
一般国道
○○号 

1935 45.1 8.4 
○○町 

 
○○県 ○○市 

九州旅客
鉄道 

本社 
○○鉄道事業

部 
新幹線以
外の鉄道 

○○本線 ○○ ▲▲ 足場のみ 
 

吊足場        ○ 
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点検計画表の個別表（例） 
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H26年度 道路橋の点検実施状況 
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道路技術小委員会資料より 



※道路インフラの現状や老朽化対策の必要性に関する国民の理解を促進するため、定期点検
結果をとりまとめ全て公表する。 
 

・各種定期点検要領(全国版)の「点検表記録様式※１」に記載し、提出※２ 
 
・毎年度の定期点検結果は、翌年度４月末までに道路メンテナンス会議に随時提出 

定期点検結果の報告ついて 

※１点検記録様式 
 国交省HPで公開中の「定期点検要領(技術的助言)点検表記録様式」(Excelﾌｧｲﾙ) 
  URLコード→ http://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/yobohozen.html 
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定期点検結果の報告ついて 
※２ 点検表記録様式(Excelﾌｧｲﾙ)のﾌｧｲﾙ名の命名規則 
 1)“路線名”＋“施設名”のファイル名とし、路線名と施設名の間は“_”(半角ｱﾝﾀﾞｰﾊﾞｰ)１文字 
   で区切り、１施設１つの点検表記録様式(Excelﾌｧｲﾙ)を基本． 
 2)個別点検ﾃﾞｰﾀ(点検計画)と点検表記録様式の関連付けを行うため、路線名と施設名は、  
   個別点検ﾃﾞｰﾀ(点検計画)、点検表記録様式に記載した路線名と施設名に一致させる． 

 1)１つのExcelﾌｧｲﾙのｼｰﾄ数は、最大２０ｼｰﾄまでを上限． 
  2)２１ｼｰﾄ以上となる場合は、ﾌｧｲﾙ数を増やして別ﾌｧｲﾙとする． 

 定期点検結果の提出について（依頼）〈事務連絡 平成26年12月9日〉時に添付されてます、 
 定期点検結果(点検表記録様式)のファイル名・シート名の命名規則(別紙１) 及び 
 点検表記録様式の緯度・経度情報の注意点について(別紙2)を参照に作成願います。 10 



定期点検結果の報告ついて（記載例） 
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定期点検結果の報告ついて（記載例） 
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意識調査アンケート結果について 
道路技術小委員会資料より 
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道路技術小委員会資料より 

意識調査アンケート結果について 
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道路技術小委員会資料より 

意識調査アンケート結果について 
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道路技術小委員会資料より 

意識調査アンケート結果について 
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道路技術小委員会資料より 

意識調査アンケート結果について 
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道路技術小委員会資料より 

意識調査アンケート結果について 
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道路技術小委員会資料より 

意識調査アンケート結果について 
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◆開催状況（予定） H26.5.26 大分県 

H26.5.30 佐賀県 

H26.6.30 福岡県 

九州における「道路メンテナンス会議」の開催状況 

名    称 開催日（予定） 

 福岡県道路メンテナンス会議 
    （会長：福岡国道事務所長） 

Ｈ26年6月30日 
   10月27日 

(H27年1月中旬) 

 佐賀県道路メンテナンス会議 
    （会長：佐賀国道事務所長） 

H26年5月30日 
   10月27日 

(H27年1月中旬) 

 長崎県道路メンテナンス会議 
    （会長：長崎河川国道事務所長） 

H26年5月28日 
   10月30日 

(H27年1月中旬) 

 熊本県道路メンテナンス会議 
    （会長：熊本河川国道事務所長） 

H26年5月29日 
    8月27日 
(H27年1月8日) 

 大分県道路メンテナンス会議 
    （会長：大分河川国道事務所長） 

H26年5月26日 
   10月30日 

(H27年1月中旬) 

 宮崎県道路メンテナンス会議 
    （会長：宮崎河川国道事務所長） 

H26年5月28日 
    8月27日 
(H27年1月中旬) 

 鹿児島県道路メンテナンス会議 
    （会長：鹿児島国道事務所長） 

H26年5月29日 
   10月29日 

(H27年1月中旬) 

※H27.1.8時点 
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研修について（全国の状況） 
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道路技術小委員会資料より 



【H25年度 講習会】 

②橋梁技術支援セミナー 
 〈３日間、福岡市〉 
 
対   象：自治体職員及び直轄職員 
参加人数：６９名（実績） 
目   的：橋梁点検・診断技術の習得、 
       橋梁損傷及び補修等の維持 
       管理に係わる専門知識の習得 
講   師：大学教授、国総研及び 
       土研職員、直轄職員等 
 
 
 
 

①橋梁の日常管理・長寿命化修繕計画に 
   関する技術講習会 
（福岡・佐賀・長崎）（大分・宮崎）（熊本・鹿児島）に分け開催 
 〈１日間、佐賀・宮崎・鹿児島〉 

対   象：自治体職員 

参加人数：１６０人（実績） 

目   的：橋梁の日常管理、橋梁損傷・診断・ 
       補修事例等に関する講習会  

講   師：直轄職員（本局）等 

②点検エキスパート研修  （全国共通） 
 （道路構造物管理実務者研修） 
 〈３～５日間、九州技術事務所〉 
対   象：自治体職員及び直轄職員 
予定人数：８０名程度 
時   期：９月～１２月 
目   的：橋梁、トンネルに係る点検・診断技術の 
       習得、損傷及び補修等の維持管理に 
       係わる専門知識の習得 
講   師：国総研及び 
       土研職員、直轄職員等 
 
 
 
 

①メンテナンス研修  （九州独自） 
 〈１～２日間、各県で開催〉 

対   象：自治体職員 

予定人数：各会場４０名程度 

時   期：９月～１月 

目   的：橋梁、トンネルに係る点検要領を十分 
       理解し、発注者としての最低限の知識 
       と技能の習得 

講   師：直轄職員等 

【H26年度 研修】 

研修について（九州の状況） 
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■研修スケジュール 

開催県 橋  梁 参加者 トンネル 参加者 

福 
岡 
県 

南部（福岡） 9/18～19 35 10/9 13 

北部（北九州） 9/10～11 23 12/9～10 8 

佐賀県 10/16～17 43 1/15～16 (22) 

長崎県 12/2～3 47 11/18～19 19 

熊本県 11/20～21 38 11/27～28 17 

大分県 10/7～8 30 10/21～22 28 

宮崎県 11/5 26 11/25～26 16 

鹿児島県 1/26～27 （35） 11/6～7 17 

開催会場 橋梁初級Ⅰ 参加者 トンネル初級 参加者 

九州技術事務所 
（久留米） 

9/29（月） 
～10/3（金） 

35 
（10） 

11/12（水） 
～11/14（金） 

２４ 
(16) 

①メンテナンス研修 

②点検エキスパート研修（道路構造物管理実務者研修） 

＜開催状況＞ 
 11/20～21 熊本県 

約４５０名(約３０名)の地方公共団体職員（約９０市町村）が受講予定 

 トンネル  

（ ）：直轄 

橋梁  

研修について（九州の状況） 
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（ ）：予定 

トンネル 



市町村支援（点検現場見学） 

▲ 鹿児島県内での実施状況（H26.7.15（火）～23（水）） 

■現場見学会の開催 

報道状況 

南日本新聞、鹿児島建設新聞、ＭＢＣ放送など、報道されました 24 



国民への発信（HP・パネル展） 

～概 要～ 
 施設名：国道208号 諸富橋（もろとみばし） 
 橋 種：鋼溶接単純トラス橋,鋼溶接2径間ゲルバートラス橋,  
     鋼溶接ゲルバートラス橋,鋼溶接2径間ゲルバートラス橋, 
     鋼溶接単単純トラス橋 
 橋 長：２３７m（５径間） 
 竣 工：1９５５年（築５８年） 

主桁（横桁）の損傷（亀裂） 

・平成１４、１５年及び平成２３年に亀裂の補修や補強を
行いましたが、平成２５年の定期点検において、補修・
補強していない箇所で新たな亀裂が見つかりました。 

国道２０８号 諸富橋 国道３号 大川大橋 
・平成８年に橋脚を補強した鋼板が、平成２１年度定
期点検において、塩害による著しい腐食が確認されま
した。 
 
～概 要～ 
 施設名：国道３号 大川大橋（おおかわおおはし） 
 橋 種：ＰＣ単純ポステンＴ桁橋2連、鋼単純合成Ｈ形桁橋6連 
 橋 長：２０７．２m（８径間） 
 竣 工：1９８１年（築３２年） 

橋脚の補強 補強鋼板の腐食 
損傷（亀裂）箇所の補強 

補修後 補修前 
補修前 補修後 

磁粉探傷試験状
況 

◆事例紹介 

■ＨＰ・パネル展（道路の老朽化対策）資料の抜粋 

HPのURLコード→ http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/roukyu/roukyu.htm 25 



国民への発信（パネル展の実施状況） 

＜点検パネル展・「道の駅」やよい＞ 

＜点検パネル展・「道の駅」おおさき＞ 

26 

＜点検パネル展・松浦市＞ 



27 

定期点検に係る地方債の取扱いについて 

27 
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